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企業に所属しながら大学へ出向しています。
カラーユニバーサルデザインを支援する、色
弱者の色の見分けにくさを一般色覚者が体
験できる世界初のメガネ、色弱模擬フィルタ
「バリアントール」を広めるため、国内外を問
わず講演・勉強会・展示などを行っていま
す。また、大学と会社を行き来しながら新製
品開発に携わっています。最先端の研究が
行われる大学と、それを製品化する会社、出
来上がった商品が企業や自治体、学校、病
院などで活用され、世の中が変わっていく様
子を目の当たりにできるこの仕事に大きな充
実感を感じています。

幼い頃、親に連れられホログラフィを見に行
き、子どもの背の高さからは何も見えず不思
議な気持ちがしたことがずっと心に残ってい
ました。高校時代は部活に明け暮れ成績は
見るも無残でしたが、引き寄せられるように
理系へ進みました。物理に興味を持ち大学
へ進みましたが、具体的に何をすれば良い
かわからず将来への漠然とした不安が常に
付きまとっていました。そのモヤモヤ感を吹き
飛ばしたのが、大学３年の夏に体験したホロ
グラム製作でした。子どもの頃のあの不思
議な感覚が一気によみがえりのめり込みまし
た。その後も、面白いことや不思議なことを
求めていたら今の仕事にめぐりあったと言え
ます。

学生の頃「何がやりたいの？」と聞かれるの
が一番苦手でした。漠然としてわからないか
らです。でも何とかなります。私の場合は面
白そうだと思ったことに首を突っ込んでみま
した。そしてのめり込んでいきました。面白い
ことに人は集まってきます。人とのつながり
によって道は開けてきます。一緒にがんばり
ましょう。

仕事の内容と醍醐味 進路決定のきっかけ

仕事と生活のバランス

進路選択に対してのメッセージ３７歳独身、１人暮らしです。周囲からは気
の毒がられたり心配されたりしますが、本人は
いたって暢気で幸せです。仕事・趣味・飲み
会と自由気ままですが、今は婚活中です。
（…その後、婚活に成功し３８歳で結婚しま
した。２人の生活はさらに楽しく、そして結婚
前と変わらず自由気ままです。）
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入社以来、画像処理や光計測分野に関わって
きました。新たな技術を提案し、製品や装置
として実現するためには、チームワークがとても
重要です。技術の実現に向け、細かい課題に
分解し、その課題１つ１つに対して各メンバー
が地道な努力を重ねて解決の糸口を探し、
最終的な形にまとめていきます。課題が解決
できない時には苦しい日々が続きますが、多く
の人が関わって製品や装置が立ち上がると、
私自身は微力ながらも喜びを感じます。

高校では特に理系の科目が得意だった訳でも
なく、やりたいことも明確ではありませんでした
が、漠然と長く続けられる仕事をしたいと思って
いました。そんな頃、「物理実験」という選択授
業を通し、数式で現象を予想し、自分の手を
動かし確認し考察するという、物理の楽しさを
改めて実感しました。さらに、専門性を持つこと
が出来ると薦めてくださった物理の先生や、技
術者だった父の存在も大きかったと思います。
そして大学では、教授や研究室での出会いを
通じて光の魅力を知り、研究に対する姿勢を
教えていただき、今の私につながっています。

私もその一人でしたが、進路を決める際にやり
たいことが明確になっている人ばかりではない
と思います。そんな時には、最初から理系は無
理、この分野は興味がないなど、自分から線を
引いてしまわず、まずは色々なことにチャレンジ
し、一生懸命取り組んでみると、新たな発見や
興味が見つかるかも知れません。自分の気持
ちに素直になればきっと可能性が広がるはずで
す。たくさんの人との出会いも、視野を広げる
きっかけになると思います。苦手意識は心の奥
にしまって、まずはやってみようと取り組む姿勢
を持つことは、私が仕事をする上でも心がけて
いることです。

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と生活のバランス

2人の子育てと仕事は、どちらも思うとおりに
は出来ず、中途半端だなと悩みながらの毎
日です。日々の生活は保育園・学童保育と
主人のサポートで成り立っていますが、出張
の多い主人が留守の時に限って子供が体
調を崩すので、体調管理と仕事の効率化と
質の向上が今の課題です。子供の成長は目
覚しく、大きな喜びを与えてくれます。子育
てと仕事はどちらも自分にとって大切なもの
で、職場の上司や同僚、家族の大きな理解
に支えられて今まで両立できていることに、
日々感謝の気持ちでいっぱいです。試行錯
誤を繰り返し、楽しみながら乗り越えていけ
たらと思っています。

何にでも前向きに！新たな発見がきっとあるはず。
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